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ABSTRACT: The origin of'Yabuchi', the earliest pottery type in Southern Islands, has not yet been clari-
fied. it has been said that this type of pottery was developed under a major influence from Kyushu, how-
ever, one ofしheclosest types found in the Monden site bearn different features from Yabuchi type. It also 
shows some Kyushu-nail-mark elements so that it cannot be regarded as the same category as Yabuchi 
type. It seems impossible to trace back the genealogy of Yabuchi type Pottery in Japan. The study of 
Yabuchi type pottery should be carried out in wider scope, including the adjacent Asian districts. 

はじめに

南島爪形文土器：., は、現在に至ってもその出自だけでなく、年代的な位骰付けも不安定なままであ

る。これは、南島爪形文土器を本土の爪形文上器と同じ範駅で考える一方で、実年代に大きな誤差が

生じているためである。そのに本上の爪形文上器の編年的位堕付けや、系統問題において研究者に

よって窓見が分かれることも大きな要因となっている。そのため、本土の爪形文土器との比較を先学

に基づいて再検討する必要があると思われる。現任では、爪形文土器は北海道から沖縄まで列島各地

で出 I:しているが、南島爪形文土器を本土の爪形文士器と具体的に比較 ・検討を行っている論考は、
管見の限り「南品の L器起源をめぐって」 （岸本 1991)のみである。そこで本稿は、岸本義彦氏の
行った研究を柄襲し、南島爪形文土器と本士の爪形文」ー：器との関係を探ることを目的とする。

1. 研究略史

1960年、沖縄本島の藪地洞穴逍跡において南島爪形文上器が初めて検出された （国分、三島 1965)。
その後、砲災大島の L浜イヤンヤ洞穴辿跡でも同様の 1-.器片が発見されたため（永）卜、 三島 1964)、
先史時代における両島の交流を考えるヒで屯要な脊料と位骰付けられ、 「ヤプチ式」と型式設定され

た（国分、 一；．島 1965)。しかし、年代については明確ではなく、縄文時代後期相当と推定された。
ところが、 1975年の渡具知束原追跡の調査において、ヤブチ式土器が曽畑式七器出上以下のI邑準から
出」＾．したため、少なくとも縄文時代前期相当まで遡ることが判明した。加えて、新種の爪形文土器も

検出され、 I束原式」と型式設定された（知念 1977)。
1981年から行われた野匡l具塚群B地点における調1tにより、多址の爪形文 t器片が検出された（島
袋 1984)。大型の破片も得られたため、器形の推定が試みられた また、これまで出土したものと
異なる型式（野国IV類）も新たに検出され、 「野同タイプ」と呼称された（岸本 1984)。そして野
国タイプは、出上陪位などから南品爪形文 I:器の古式に位in付けられた（序本 1984)。
-}j、南島爪形文 I:器の出自に関しては、発掘森料が増加している現在においても不明瞭のままで
ある。土肥孝氏は、門Ill辿跡出土の爪形文土器を東北地方で得られている爪形文土器と比較して、施
文手法上、同系統とし、南島爪形文 l:器が縄文時代収創期に相当する可能性を指摘している（土肥
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1982)。ところが、1987年、喜子川遺跡において、爪形文土器出土層より下位からアカホヤ火山灰層

(6500 ~ 6300y BP)が検出された （田村 1989)。そのため、渡具知東原遺跡などで得られている炭

素14測定年代の結果と併せて、南島爪形文土器は縄文時代早期相当までは遡らないとする考えが主流

となっている。 しかし、 岸本氏は、この喜子川造跡における爪形文土器を含む包含照が二次堆積によ

るものである点、アカホヤ火山灰層自体一枚の層を形成しているわけではなく、ブロック状に点在し

ている点を指摘し、型式学的検討を行わずに南島爪形文土器の位置付けを行うことに警鐘を鳴らして

いる （岸本 1991)。

2. 爪形文土器の整理と分類

現在、爪形文土器が検出されている遺跡は、報告されているものだけでも90ヶ所を超える。そして、

多くの研究者による分類が試みられているが、南島爪形文土器と本土の爪形文土器を同列に比較し得

るものは、河口貞徳氏の分類のみである （河口 1983)。そこで、本稿では河口氏の分類を基にして

分類基準を再構築し、これを記号化して比較・検討を行う。

爪形文土器は、南島のみならず本土における出士資料も小片が多く、 全体の器形を推定できる資料

はごく 一部である。そのため、本稿では爪形文および指頭痕の形状や施文方法による比較のみに留め

ざるを得ない。しかし、指頭痕の形状や施文方法の違いは、成形方法の違いに結び付く 重要な手掛か

りになると考えられる。そのため、これを着眼点として分類する。

いわゆる 「爪形文」は、調整痕と文様に分けることができるため （河口 1983)、これをそれぞれ

I類.II類とした。そして、指頭痕を「F」、爪形文 （刺突文）を施文方法から 「a」~「d」の記

号で表した。それぞれの細分は表1の通りである。また、爪形文の傾きは、わかるもののみを細分し

た。なお、本稿の分類と河口氏の分類との対応は、表3に示した。

対象とした資料は報告されているものと し、主に縄文時代草創期の資科を扱い※u、報告書の記述や

図面から機械的に分類した。なお、本稿は南島爪形文土器と本土の爪形文土器との比較を行うことを

目的とするため、沖縄で出土していない隆起線文系や、押圧縄文系土器群と併施される爪形文は対象

から除外した。また、隆起線文系土器群に併施される爪形文との認識が強いと思われる＂ハ ＂の字状爪

形文に関 しては、神奈川県花見山遺跡に単独で施文されている例 （図1-3・4)もあるため、比較

対象に含めた。

表 1 爪形文土器の本稿分類

爪形文の分類 Il類土器における細分記号

I 
F, 縦長の指頭痕が残るもの。

（調整）

0, 爪形文が左傾に施されるもの。

0, 爪形文が右傾に施されるもの。

F, 
指頭痕のみ 、 または指頭痕,~一次的に爪痕が残

されたもの。

o. 爪形文が縦位に施されるもの。
0, 爪形文が横位に施されるもの。

a 横方向へ連絞施文されたもの。
O' 爪形文の傾きが列単位で変わるもの。Ex)羽状など

O" 爪形文の傾きが1点単位で変わるもの。Ex)"ハ＂ の字状含•など

I! 
b 縦方向へ連絞施文されたもの。

（文様）

o・ 沈線が併施されるもの。

゜
押引き施文されるものhO

C 斜方向へ連絞施文されたもの。

d 不規則に施文されたもの。

補足記号□: :~::::~: 
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月
遺跡 爪形文土器
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クマンバ遺餅第D他点 長野原大町市

゜
a a'類、aa類 ？ ロ笞施文あり。 80 

柳又遺踪 長野県木曽郡木貿町 X ？ ？ 爪形文は出土しているものの詳細ィ＜明。 81 

増' 野,..,川ヽ子こし石• 遺け 長野屈伊那郡高森町

゜
ll a類 ？ 爪哀形縄の文傾き斜不縄明文。報と供告伴で。は卒創＇期）ではもな受い Iとされているが、

表 ・ ローング tていない。 82 

近畿 志'.硲,遺翔 点都1/f精籟市

゜
D a, 類、aa .. 類 爪 ロ1fJ施に外文反あり （エ具）．構成はハの字状 賑文；；；あり。口椋

僅か 。
邸

浦入遺防群 京都府鍔鵡市

゜
ij a I類、aa, 類、Ud, 類 爪 LR'? 爪形は逆D字状。 84 

.. 上津"'人"片刈遺跡 奈良県山辺郡山i紅 1 。Tl a • 類類、0 b , 類、0 b • 類、
ll b • ？ n口椋唇やにやの外み反爪形・外が傾確。桜口で唇き舌る状姿科・丸あ味り。。爪構形成l;i:1:1.::::)置Eli(月~;'i状あ。見 85 

州九 門9 田、遺跡 福岡県 ;/ifi市

゜
I F ,Ui、IL Ild類 指頭爪 逆丸底D字。状器形指サ頭狽ラ。ダボ口ウむル施状文あ？り。 口縁外反。胴部張り徴弱。 86 

福井ilil,¥:遺跡 長崎訊佐世保市 X IF類, 類、Da, 煩、 ua. 類、a a 指頭 If¥ 指頭沼痕科,~ 爪痕が一次的に付されるものの他、指頭痕のみが残
る あり。

79,87, 
88.89.90 

泉櫂寺遺跡 長崎県佐世保市

゜
Il ，a類,類.Il 類a頚、Il類a、、類、類Il 
b 、Ila"、Ilb Il d 爪 J洪’ 構残成すはものハあの字り。状口粒楼訂杉状状 外無反文。帝口あ唇り平。坦口店・先施銑文。、指頭痕を 91,92 

無田原遺跡 熊本訊菊池市

゜
？ 指頭・爪 小片 1点のみのため詳細不明。北部九州系爪形文（こ類似。 93 

河"陽'F遺跡 熊本!?,阿n郡南阿駐村

゜
IF , ~ 指頭.If¥ 口り唇微弱施。文 （エ具）。底部付近は奥文か。II粒外反。9月部の張 94 

白烏平B遺跡 熊本県人古市

゜
a a類'碩、na, 類 ，aa •• 類 爪または 横II位縁D爪字外形傾状に。。 指左口頭唇一痕平右が坦、伴上・う丸段も味ーの。下あ段り。へ爪施形文は。C構字成状は（無三文□帝iiあ状り？。） 95 Il d 工具

立地西遺粉 宮崎県宮崎市

゜
U a, 類、ua ,ffi'?. n d類 爪・エ具 状u唇・施丸味文あ・やりや(肥J.:原共。）。口緑やや外頼 外反・直状。口唇舌 96 

椎'涅.,形'第1遺跨 宮崎県臼崎市

゜
n r類.a 類a ,#i、aa'類、
Da, a・ 指頭爪 薄あくり 。貼付n¼しJ外た傾粘土・内布傾上。に口爪唇形舌を状施文•平す坦る。ものあり。n昏施文 97 

ヒの原遺筋 宮崎県宮崎市

゜
a a'類、na. 類 ？ ロ象決直状 外傾。 口む舌状• 平坦・丸味。 98 

霧島遺跡 宮崎黙児湯郡川南町

゜
0 a『` 類？ 爪？ 口樟外傾。口牡舌状。 99 

岩土原遺粉 宮崎県延岡iii

゜
a a、 類 爪 爪形文は突帯状に雑文。口栢外傾。 100 

上場遠踪 鹿児島県出水市

゜
a a'類 ？ 101 

~ 
喜子Ill選翔 鹿児島見大島郡笠利町

゜
Il F'類，Ila類 指碩工・具ifi、・ l.i.杜状→。{;胴、 部ド張段―る•。上丸段底へか施。文。口緑やや外反 直状。類部はぽ 102,103 

字frl高又遺粽 鹿児島県大島郡笠利町

゜
a F類 指頭・ 1f¥ 指頑による押引き施文。 104 

t浜イヤンヤ祠・;,遺防 鹿児i・け梨大i!郡笠,11)町

゜
I F, 類類、Ilf,'類、 IlF 類、
Il F ? • ll a類

指工・見爪・ 105,106. 
107 

面縄第1貝板 鹿児島訊大島郡伊仙町 。l F',, 月 指頭 n唇舌状。 108 

中甫洞穴遺踪 鹿児島県大島郡知名町

゜
IF, 類、aa類、 Ua類 指頭・エ具 表衷指頭痕あり。 109,110 

岱仲泊貝塚付近 沖縄県 OO頓郡恩納村

゜
I F,/n F類 指頭 指頭による押引き施文。表寝指頭狽． Ill 

I F, 類、 I F, II a 頴類、
渡具知束原迫跡 沖縄県中頭郡説谷村

゜
Il F・a,. 類.a a • a 指工具爪・ 爪形は逆D字状。 112 
a, 類

aI , F類類類,、類、、InII 、FaI a , F・ , '.lil il • ヽ類Ia、F, ． fl 
野国貝塚群B地点 沖縄県中頭郡嘉手納町

゜
Il ' で類Il類、a、 I煩F、ll 指ift工_-共lfl・ 表衷指頭痕あり。 113 
F Il a a、
類

ャプチ洞穴沿跳 沖縄棋うるま市

゜
IF, 類、IF類 指頭 表衷指頭痕あり 口紺やや外反 ・やや外傾。口行舌状。 I 14 

城間古裕群第9号坐 沖碍県浦i:呑市

゜
I F',1./l 指頭 表衷指頭根あり。 115 

チヂフチャー洞穴遺淋 沖縄県計li悉市

゜
IF類 指頭 116 

船越原口跡 沖縄黙島尻郡渡嘉嗽村

゜
IF, 類 指頭 n柑やや外反。口唇平坦。 117 

3. 各地の爪形文土器との比較

表2を概観すると、I類、II類が九朴1を境に分かれる。本州では I類が少な く、 明らかな施文を行

うII類が大半を占めている。一方、九州ではいわゆる南部九ナ1-1的な明らかな施文を行う ものと、北部

九州的な指頭痕を残すものとに大きく分かれる。そして、沖縄では、野国タイプと ヤブチ式、東原式

とでそれぞれI類、 II類に分かれるが、これが年代差と認識される点が九1'1・1の様相と異なる※ヽ;o

また、II類土器について、九州以北には b~d類が散見できるのに対し、奄美諸島以南では a類の
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表3 河口氏の分類との対応表

河口氏の分類 本松iの分類

ii 
1 指頭押圧痕 爪痕の布無を考えず、潤整痕は全て 1類に含めた。

2 
指頭押圧痕と爪形痕とが一次的 IF類およびIIF類 指頭痕のみであっても、列ごとに傾きを変えるものや、指頭を押し引くとされる
に印されたもの ものは文様の要素が強いと思われるため、 0類に含めた。

9上
指頭押圧痕に二次的に爪形文が IF・n a類およぴ痕 3 
付加されたもの 1 F・U d類

遇整による指頭痕に文様が加わるもの。

4 爪形文が一方向に横位帝状に施
II a類

爪形文を横方向に施すもの。一方向に限らず、横位帯状に施されるものを全て含
されたもの めた。

爪 5 爪形文が斜行帯状または縦列帝 □ b類、 UC煩 爪形文を縦方向に施すもの (b類）と、斜め方向に施すもの (C類） 。
状に施されたもの

形
爪形文およぴ指頭痕の領きが変わる屯位を、 1点ごと 列ごとで細分した。110'類および

文 6 爪形文の向きに変化のあるもの a O"類 l"f口分類の 「向き」とは、施文方foJのI可能性もあるが、本秘では羽状と＂ハ＂の
字状を区別し、それぞれの性格の途いを表すために「傾き」の変化で分穎した。

7 爪形文が不規則に施されたもの ll d類 ランダムに爪形文を施すもの

みしか認められない。奄美諸島以南でa類の要素を持つものは東原式である。東原式は、渡具知東原

追跡の培序からヤブチ式に後続することがわかっている。また、東原式の中にはヤプチ式的な指頭

痕,... が残るものもあり 、型式学的にもヤプチ式からスムーズに移行していると言える。東原式に b類

~d類が存在しないのは、東原式が土器成形時の調整痕を特徴とするヤプチ式を祖形とするためと思

われる。これは、奄美諸島以南に、個々の爪形文の傾きが変わるもの（＂ハ＂の字状爪形文など）がな

く、その傾きが変わる場合、必ず列ごとに変わる点もこのことを問接的に示す特徴と思われる。

本土のII類土器には東原式と類似するものが多いが、 I・II類の分布状況からヤブチ式が本州の土

器の影響を受けているとは思えないため、東原式が本朴III類土器の影響を受けているとは言い難い。

よって、南島爪形文士器は、本ヽ）・l・Iの爪形文土器と比較して、型式学的に異なる系諮にあると言える。

いわゆる北部九州的な爪形文土器は、指頭痕を残す点でヤブチ式と近似する。中でも、福岡県門用

逍跡や熊本県河陽F追跡出土の爪形文土器は、I類に属する査料の中でも破片が大きく、器面全体の

特徴を捉え易いため、良好な比較資料となる。門田追跡の資料は、ヤプチ式的な指頭痕が器面全体に

残るため、南島爪形文七器との関係が取り沙汰されている。一方、河陽F追跡の脊料は指頭痕が必ず

しも器面全休に残るわけではなく、底部に近づくにつれて無文部が多くなる傾向にある（岡本 2003)。

また、指頭痕の形状は、門田逍跡の資料やヤブチ式のそれと異なる。この指頭痕の形状の違いは、成

形方法が異なることを意味するものと考えられる（伊藤 2004)。指頭痕が器面全体に配されないこ

ともこのことに起因するのではないだろうか。長崎県福井洞穴辿跡の資料にも、指頭痕の形状が河I湯

F辿跡と近似しているものがあり、同型式の土器と思われる。

4. 南島爪形文土器の出自について

九州では文様として指頭痕を残すものも多いが、ヤブチ式的な指頭痕を持つものは、門田追跡の査

料のみである。門田遺跡の資料は、共伴辿物が確認されていないため、年代を特定できないが、九州

出土の他の爪形文土器は、縄文時代草創期に比定されている。そのため、前述した型式の迎いを考慮

すれば、南島爪形文土器は九ヽ）1、|以北の草創期爪形文土器群とは切り離して考えた方が妥当であろう。

ところで、1111旧追跡の爪形文土器と近似する土器は、朝鮮半島南部の東三洞貝塚でも出土している

（岡本 1982)。東三洞只塚は早くから調査 ・研究が行われた著名な追跡で、 5つの層位に分けられ

ている公．、（坂田 1978)。この最下陪からは、坂田邦洋氏がG型 ・H型と設定した土器が、塞ノ神式

や轟式の土器片などと共に出土しており（坂田 1978)、写冥を見る限りヤブチ式と酷似しているよ

うに思える。年代は、 BC5000年代末~4000年頃とされており、その上陪から曽畑式が出土している

（坂1:1-11978)。これは、南島爪形文土器の出土状況に近似しており、年代的な位附付けを考える上
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で興味深い。

しかしながら、朝鮮半島でG型 ・H型土器のような資料を出土している遺跡は、数造跡で報告され

ているに過ぎず郎、出土址が南島に比べても少ないため、現時点では、ヤブチ式土器の出自を朝鮮半

島に直接求めることは危険である。また、仮に南島爪形文土器の出自を朝鮮半島に求めた場合には、

朝鮮半島により近接する奄美諸島の爪形文土器が、沖縄諸島のそれよりも古式になることが期待され

るが、そのような様相を明確に感じることはできない。

おわりに

各地の爪形文土器を整理 ・分類した結果、南島爪形文土器は、型式学的に本土の爪形文土器と別系

統であることを示した。一方、門田遺跡や朝鮮半島の爪形文土器については、型式学的な特徴から、

南島爪形文土器と同一系統と推測される。しかし、このようなヤブチ式土器と類似する資料の出土例

は少ないため、南島爪形文土器の出自を特定するには至らなかった。しかし、中国や東南アジアにお

いても南島爪形文土器と時期を等しくして爪形文土器が出土しているという 。本稿から、日本本土に

その出自を求めることは難しいため、今後は隣接するアジアの発掘調査の進展に期待したい。

【追記】

本稿の執籠には多くの方からの御教示 ・御助成がありました。末尾になりますが、記して感謝致します。

岸本義彦 ・伊集ゆきの（沖縄県立埋蔵文化財センター）、仲宗根求 （沖縄県読谷村立歴史民俗資料館）、

泉拓良（京都大学）、豆谷和之（奈良県田原本町教育委員会）、岡田憲一（奈良県立橿原考古学研究所） 、

馬田弘稔 ・小田和利 ・加藤和歳 （九州歴史資料館）、神原雄一郎（岩手県盛岡市教育委員会） 、溝田直己

（奈良大学大学院生） 順不同、敬称略

【注釈】

※ i 南島の爪形文土器は、南島独自の様相を呈しているため、 「南島爪形文土器」 と呼称し （新東 1997、下地 2000)、

九州以北の爪形文土器と区別した。

※n 本土の爪形文土器は、縄文時代前期にも認められる （表2福井県北堀貝塚、京都府志高追跡 ・浦入追跡）。

※iii 整然と並ぶ＇ハ＂の字状爪形文に関しては、報告書に「意図的にハの字を作出している」旨の記載があるもの以

外は縦位綾杉状爪形文と理解し、 「b'」で表した。

※iv 指頭を押引きするとされているヤプチ式は、 II類土器に含めた。

※v 「図面」の 「0」 「X」は実測図の有無を、 「◎」は図上復元されているものを表す。

※vi 九州において、 「南部九州的な爪形文」と「北部九州的な爪形文」は必ずしも地域差と言うことはできないが、

両者が陪位的に出土する遺跡は確認されていない。

※vii ヤブチ式土器における指頭痕の多くは、指頭を押圧しただけでは施すこ とができないD字状を呈している。こ

れを 「ヤブチ式的な指頭痕」と記述した （伊藤 2004)。

※viii 東三洞貝塚発掘調査に携わった韓柄三氏によると、大きく 3つの恩位に分けることができる （韓 1979)。

※ix 新東晃ー氏は、新岩里遺跡の指頭文土器との類似性を指摘している（新東 1997、下地 2000)。また、岡田憲

ー氏のご教示に よると、凡方貝塚でも縄文時代早 • 前期併行の爪形文土器が出土している。

（いとう けい ：臨時的任用専門貝）
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図 1 本州の爪形文土器(S=1/3)

1 : 大新町追跡（文献5より転載）、2川島谷追跡群（文献61より紐載）、3・4花見([(追跡（文献62より転載）、 5-7: 大新

町逍跡（文献4より転叔）、8・9・15・16・25:宮林辿跡（文献52より紐載）、10-14・22-24: ,, 月/jl£UI中島追跡（文献31より転

載）、17-J9:1r.()平(2)追跡（文献1より転載）、20・21:flji町辿跡（文献75より転載）
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図2 九州の爪形文土器ー1(S =1/3) 

26・27: 門田遺跡（九州歴史査科館蔵）、28:河陽F造跡群（文献94より転載）、29~36椎屋形第 1遺跡（文献97より転載）
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転4&:l、50-56:泉ti,i.『伽］穴迅跡（文献92より転叔）
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図4 沖縄の爪形文土器 (S=1/3)

58~61・63~65 : 野国貝塚群B地点（沖縄県立埋蔵文化財センター蔵、拓本は文献113より転載）、 62・66・67:渡具
知東原辿跡（読谷村立歴史民俗脊科館蔵）
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